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は
じ
め
に

正
当
化
事
情
の
錯
誤
の
取
扱
を
巡
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
故
意
犯
の
成
立
を
認
め
、
錯
誤
が
回
避
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
の
み
責
任

を
阻
却
す
る
厳
格
責
任
説
も
一
部
で
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
が

(

１)

、
通
説
は
故
意
を
阻
却
し
、
過
失
犯
処
罰
規
定
と
過
失
即
ち
錯
誤
の

回
避
可
能
性
が
存
す
る
限
り
で
、
過
失
犯
の
成
立
を
認
め
る
に
止
め
る
。
故
意
犯
を
否
定
す
る
理
論
構
成
の
一
つ
に
、
消
極
的
構
成
要

件
要
素
論
が
あ
る

(

２)

。
消
極
的
構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
正
当
化
事
由
を
、
違
法
性
を
根
拠
付
け
る
通
常
の
構
成
要
件
と
統
合
し
て
一
つ

の
評
価
段
階
と
し
、
正
当
化
事
情
の
不
存
在
を
構
成
要
件
的
故
意
の
認
識
対
象
と
成
し
て
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
で
は
構
成
要
件
的
故

意
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
幅
広
い
支
持
を
受
け
る
に
は
到
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
に
は
、
構
成
要
件
と
正
当
化
を
犯
罪
論

体
系
内
の
別
の
段
階
と
位
置
付
け
た
上
で
、
故
意
を
専
ら
責
任
要
素
と
解
し
て
責
任
故
意
を
否
定
す
る
か

(

３)

、
故
意
を
構
成
要
件
と
責
任

の
両
段
階
に
配
し
、
構
成
要
件
的
故
意
を
認
め
つ
つ
責
任
故
意
を
阻
却
す
る
か

(

４)

の
解
決
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

体
系
的
に
は
構
成
要
件
が
正
当
化
に
先
行
す
る
以
上
、
故
意
を
構
成
要
件
に
類
型
化
す
る
立
場
を
前
提
に
す
る
と
、
正
当
化
事
情
の

錯
誤
に
よ
っ
て
構
成
要
件
的
故
意
を
阻
却
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

(

５)

。
消
極
的
構
成
要
件
要
素
論
に
立
つ
な
ら
ば
別
論
で
あ
る
が
、

同
論
に
は
次
の
理
由
か
ら
与
し
得
な
い
。
構
成
要
件
該
当
性
は
、
行
為
が
特
定
の
犯
罪
類
型
に
当
て
嵌
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
判
断
で

あ
る
た
め
、
構
成
要
件
不
該
当
性
は
行
為
が
当
該
犯
罪
類
型
固
有
の
不
法
を
具
備
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
止
ま
り
、
他
の
観
点
に

お
け
る
不
法
評
価
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る
。
他
方
、
正
当
化
は
、
違
法
一
元
論
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
行
為
が
あ
ら
ゆ
る
観
点
か

ら
法
秩
序
に
合
致
す
る
の
謂
で
あ
る
。
斯
様
に
異
質
な
評
価
段
階
を
一
括
す
る
こ
と
は
不
適
切
と
言
え
よ
う

(

６)

。

従
っ
て
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
基
く
行
為
に
つ
い
て
は
構
成
要
件
的
故
意
の
存
在
を
前
提
と
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を

重
視
す
る
厳
格
責
任
説
は
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
故
意
不
法
、
故
意
責
任
を
帰
結
す
る
。
し
か
し
、
違
法
を
根
拠
付
け
る
構
成
要
件
の
段
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階
も
そ
の
正
当
化
の
段
階
も
、
共
に
行
為
の
違
法
性
に
関
連
す
る
。
そ
れ
故
、
構
成
要
件
該
当
性
も
正
当
化
も
故
意
の
認
識
対
象
で
あ

り
、
そ
の
錯
誤
も
可
能
な
限
り
同
列
に
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
厳
格
責
任
説
に
は
疑
問
が
生
ず
る
。

そ
こ
で
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
で
は
、
正
当
化
と
責
任
の
い
ず
れ
か
の
段
階
に
お
い
て
故
意
を
阻
却
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
良
い
。

我
国
で
は
故
意
責
任
を
阻
却
す
る
説
が
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
故
意
不
法
を
阻
却
す
る
少
数
説
も
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
次
章
以
下

で
見
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説

(vorsatzunrechtsausschlie�
ende

Schuldtheorie)

の
名
の

下
に
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
状
況
を
参
照
し
つ
つ
、
同
説
に
つ
い
て
簡
単
な
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る

(

７)

。

註

(

１)

木
村
龜
二

(

阿
部
純
二
増
補)

『

刑
法
総
論

[

増
補
版]』

(

昭
和
五
三)

三
三
四
頁
註
五
、
平
場
安
治

｢

刑
法
学
に
お
け
る
私
の
立
場｣

刑

雑
三
〇
巻
三
号

(

平
成
二)

三
四
八
頁
、
福
田
平

『

全
訂
刑
法
総
論

[

第
五
版]』

(

平
成
二
三)

二
一
四
頁
、
西
原
春
夫

『

刑
法
総
論

(

改
訂

準
備
版)

[

下
巻]』

(

平
成
五)

四
七
二
頁
、
阿
部
純
二

『

刑
法
総
論』

(

平
成
九)

一
四
七
、
一
九
二
頁
、
大
谷
實

『

刑
法
講
義
総
論

[

新
版

第
４
版]』

(

平
成
二
四)

二
九
二
、
三
三
九
頁
、
橋
本
正
博

『

刑
法
総
論』

(

平
成
二
七)

一
九
二
頁
。
川
端
博
士
も
厳
格
責
任
説
に
立
つ
が

(

川
端
博

『

刑
法
総
論
講
義

(

第
３
版)』

(

平
成
二
五)

四
〇
三
頁)

、
正
当
化
の
余
地
を
認
め
る

(

後
述
註

(

７))

。
野
村
博
士

(

野
村
稔

『

刑
法
総
論

(

補
訂
版)』
(

平
成
一
〇)

二
三
七
、
三
〇
八
頁)

、
伊
東
教
授

(

伊
東
研
祐

『

刑
法
講
義
総
論』

(

平
成
二
二)

二
八
〇
頁)

も

同
様

(

後
述
三
註

(

２))

。

(

２)

中
義
勝

『

講
述
犯
罪
総
論』

(

昭
和
五
五)

九
三
、
一
三
七
頁
、
葛
原
力
三

｢

消
極
的
構
成
要
件
要
素
の
理
論｣

『

中
義
勝
先
生
古
稀
祝
賀』

(

平
成
四)

所
収
六
七
頁
以
下
、
井
田
良

『

講
義
刑
法
学
・
総
論』

(
平
成
二
〇)

九
一
頁
以
下
、
一
五
七
、
二
三
〇
、
三
五
〇
頁
。
ま
た
正
田

博
士
も
、
誤
想
防
衛
、
誤
想
避
難
で
は｢

防
衛
意
思
ま
た
は
避
難
意
思(
い
ず
れ
も
消
極
的
な
構
成
要
件
要
素
で
あ
り
、
違
法
要
素
で
も
あ
る)

に
よ
っ
て
故
意
は
打
消
さ
れ
、
一
般
的
意
味
で
の
構
成
要
件
的
故
意
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る｣

と
説
く
が

(

正
田
満
三
郎

『

刑
法
体
系
総
論』

(

昭
和
五
四)

二
九
四
頁
、
二
二
八
頁)

、
消
極
的
構
成
要
件
要
素
論
に
は
批
判
的
で
あ
る

(

二
二
七
、
二
四
三
頁)

。

(

３)

平
野
龍
一

『

刑
法
総
論
Ⅰ』

(

昭
和
四
七)

一
六
四
頁
、
内
藤
謙

『

刑
法
講
義
総
論

(

中)』
(

昭
和
六
一)

三
五
五
頁
、
町
野
朔

『

刑
法
総

論 説
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論
講
義
案
Ⅰ

[

第
二
版]』

(

平
成
七)

二
一
三
頁
、
林
幹
人

『

刑
法
総
論

[

第
２
版]』

(

平
成
二
〇)

二
三
八
頁
、
浅
田
和
茂

『

刑
法
総
論

[

補
正
版]』

(

平
成
一
九)

三
二
五
頁
、
松
原
芳
博

『

刑
法
総
論

[

第
２
版]』
(

平
成
二
九)

二
五
二
頁
、
松
宮
孝
明

『

刑
法
総
論
講
義

[

第

５
版]』

(

平
成
二
九)

一
五
〇
頁
、
関
哲
夫

『

講
義
刑
法
総
論』

(

平
成
二
七)

三
一
四
、
二
二
二
頁
。
そ
の
他
、
正
当
化
事
由
の
後
に
置
か

れ
た

｢

責
任
構
成
要
件｣

の
要
素
と
し
て
の
故
意
を
阻
却
す
る
見
解
と
し
て
、
西
田
典
之

『

刑
法
総
論

[

第
二
版]』

(

平
成
二
二)

七
三
頁
以

下
。
こ
れ
に
好
意
的
と
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
松
原
・
総
論
二
五
二
頁
以
下
。

(

４)

団
藤
重
光

『
刑
法
綱
要
総
論

(

第
三
版)』

(

平
成
二)

三
〇
八
頁
、
大
塚
仁

『

刑
法
概
説

(

総
論)

[

第
四
版]』

(

平
成
二
〇)

三
九
五
、

四
六
五
頁
、
曽
根
威
彦

『

刑
法
原
論』

(

平
成
二
八)

四
二
〇
頁
、
山
口
厚

『

刑
法
総
論

[

第
３
版]』

(

平
成
二
八)

二
〇
九
頁
、
佐
久
間
修

『

刑
法
講
義

(

総
論)』

(
平
成
二
一)

二
九
五
頁
、
高
橋
則
夫

『

刑
法
総
論

(

第
３
版)』

(

平
成
二
八)

三
〇
三
頁
、
日
�
義
博

『

刑
法
総
論』

(

平
成
二
七)

三
四
四
頁
、
佐
伯
仁
志

『

刑
法
総
論
の
考
え
方
・
楽
し
み
方』

(

平
成
二
五)

四
二
頁
、
斎
藤
信
治

『

刑
法
総
論

[

第
六
版]』

(

平
成
二
〇)

一
〇
九
、
二
〇
二
頁
、
松
澤
伸｢

い
わ
ゆ
る『

ブ
ー
メ
ラ
ン
現
象』

と
犯
罪
論
体
系｣

『

川
端
博
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集[

上
巻]』

(

平
成
二
六)

所
収
二
九
九
頁
。
藤
木
博
士
も
こ
の
陣
営
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
が(

藤
木
英
雄『

刑
法
講
義
総
論』

(

昭
和
五
〇)

一
八
二
頁)

、

誤
想
防
衛
に
つ
い
て
は
正
当
化
を
行
う

(
後
述
註

(

７))

。

責
任
故
意
阻
却
後
の
処
理
は
分
れ
る
。
構
成
要
件
に
戻
っ
て
構
成
要
件
的
過
失
を
検
討
す
る
の
は
、
佐
久
間
・
総
論
三
〇
四
頁
、
山
口
・
総

論
二
一
〇
頁
以
下
、
松
澤
・
川
端
古
稀
上
巻
三
〇
三
頁
。
構
成
要
件
に
戻
る
こ
と
な
く
責
任
過
失
を
検
討
す
る
の
は
、
団
藤
・
総
論
三
〇
九
頁

註
四
五
、
大
塚
・
総
論
四
七
二
頁
、
曽
根
・
原
論
四
二
一
頁
註
一
八
四
、
高
橋
・
総
論
三
〇
三
頁
、
佐
伯
・
考
え
方
四
一
頁
。

(

５)

こ
れ
を
可
と
す
る
の
は
、
前
田
雅
英

『

刑
法
総
論
講
義

[
第
６
版]』

(

平
成
二
七)

一
八
七
頁
。
し
か
し
、
本
文
で
指
摘
し
た
体
系
上
の
問

題
が
あ
る

(

葛
原
・
中
古
稀
七
〇
頁)

他
、
行
為
者
の
心
理
内
容
に
お
い
て
誤
想
防
衛
と
同
じ
正
当
防
衛
も
故
意
犯
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な

く
な
る
と
の
批
判

(

松
宮
孝
明

｢

構
成
要
件
の
概
念
と
そ
の
機
能｣

『
三
井
誠
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集』

(

平
成
二
四)

所
収
三
五
頁
以
下)

が

可
能
で
あ
る
。
な
お
、
構
成
要
件
を
客
観
的
構
成
要
件
と
主
観
的
構
成
要
件
に
二
分
す
る
独
自
の
構
想
か
ら
、
後
者
に
位
置
付
け
ら
れ
る

｢

故

意
の
認
識
対
象
は
、
客
観
的
構
成
要
件
要
素
の
み
で
は
な
く
、
違
法
性
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
違
法
阻
却
事
由
の
事
実
的
前
提
に
も
及
ぶ｣

と
考
え
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
で
は
客
観
的
構
成
要
件
該
当
性
を
認
め
る
が
故
意
構
成
要
件
を
阻
却
す
る
の
は
、
山
中
敬
一

『

刑
法
総
論

[

第

３
版]』

(

平
成
二
七)

一
六
七
、
四
七
八
頁
、
同

『

犯
罪
論
の
機
能
と
構
造』

(

平
成
二
二)

二
四
〇
頁
以
下
。
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(

６)
R
oxin,

Strafrecht
A
T
I,
4.A
ufl.,

2006,
10/21;

G
ropp,

Strafrecht
A
T
,
4.A
ufl.,

2015,
5/16,

13/196;

吉
田
敏
雄

｢

主
観
的

構
成
要
件
要
素
と
主
観
的
違
法
要
素｣

阿
部
純
二
他
編

『

刑
法
基
本
講
座
第
２
巻』
(

平
成
六)

所
収
一
四
四
頁
、
松
宮
孝
明

『

刑
事
立
法
と

犯
罪
体
系』

(

平
成
一
五)

一
六
〇
頁
、
同
・
三
井
古
稀
三
三
頁
以
下
。
構
成
要
件
該
当
性
は

｢

刑
法
固
有
の
世
界
に
属
し｣

、
正
当
化
は

｢

法

一
般
の
世
界
に
属
す
る｣

と
述
べ
る
高
橋
・
総
論
二
五
八
頁
も
同
旨
か
。
違
法
相
対
論
の
立
場
か
ら
の
、
正
当
化
の
中
に
は
単
な
る
可
罰
的
違

法
阻
却
も
含
む
こ
と
に
な
る
た
め
両
段
階
は
異
質
で
な
い
と
の
反
論

(

井
田
良

『

刑
法
総
論
の
理
論
構
造』

(

平
成
一
七)

一
三
三
頁)

に
対

し
て
は
、
同
じ
く
違
法
相
対
論
に
立
つ
論
者
か
ら
、
当
該
構
成
要
件
該
当
性
に
限
っ
た
類
型
的
判
断
か
否
か
の
違
い
は
な
お
残
る
と
の
再
批
判

が
あ
る

(

山
口
・
総
論
二
一
一
頁)

。

(

７)

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
正
当
化
の
客
観
的
要
件
の
存
否
を
事
前
判
断
し
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
基
く
行
為
に
当
該
正
当
化
事
由
の
適
用
を

認
め
る
見
解

(

我
国
で
は
、
川
端
・
総
論
四
〇
三
頁
。
類
似
の
見
解
と
し
て
、
正
田
・
総
論
一
一
七
頁
。
特
に
誤
想
防
衛
に
つ
き
、
藤
木
・
総

論
一
七
二
頁
、
同

｢

誤
想
防
衛
と
違
法
性
の
阻
却｣

法
協
八
九
巻
七
号

(

昭
和
四
七)

七
七
二
頁)

に
は
、
言
及
す
る
余
裕
が
な
い
。
同
見
解

へ
の
批
判
と
し
て
、
拙
稿

｢

防
衛
行
為
の
相
当
性

(

一)｣

法
學
論
叢
一
三
六
巻
二
号

(

平
成
六)

三
九
頁
。

一

故
意
不
法
の
阻
却

一

故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
は
、
構
成
要
件
の
段
階
で
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
の
故
意
に
よ
っ
て
故
意
犯
の
行
為
反
価
値

を
根
拠
付
け
る
こ
と
、
及
び
、
行
為
の
違
法
性
に
と
っ
て
構
成
要
件
要
素
に
も
正
当
化
要
素
に
も
同
等
の
重
要
性
を
認
め
、
両
段
階
の

判
断
が
完
結
し
て
初
め
て
違
法
性
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
構
成
要
件
該
当
事
実
を
認
識
し
て
故
意
不
法
を
一
旦
備
え

た
者
が
正
当
化
事
情
を
表
象
し
た
場
合
に
は
結
局
の
と
こ
ろ
違
法
な
事
実
の
認
識
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
、
故
意
不
法
を
阻
却
す
る

(

１)
(

２)

。

こ
の
処
理
は
、
体
系
上
は
正
当
化
の
段
階
で
行
わ
れ
る

(

３)

。
故
意
を
専
ら
責
任
に
位
置
付
け
る
見
解
が
、
故
意
責
任
の
根
拠
付
け
と
正
当

化
事
情
の
誤
信
に
よ
る
そ
の
阻
却
を
い
ず
れ
も
責
任
の
平
面
で
行
う
の
に
対
し
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
は
、
故
意
不
法
の
根
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拠
付
け
を
構
成
要
件
で
、
阻
却
を
正
当
化
で
、
二
つ
の
平
面
に
ま
た
が
っ
た
処
理
を
行
う
の
で
あ
る
。

同
説
の
根
拠
と
し
て
右
に
掲
げ
た
構
成
要
件
要
素
と
正
当
化
要
素
の
違
法
関
連
性
は
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
お
い
て
責
任
故
意
を

否
定
す
る
見
解
を
含
め
、
厳
格
責
任
説
以
外
の
立
場
で
は
、
共
通
の
了
解
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
正
当
化
事
情
を
誤
信
し
た
者
、

例
え
ば
誤
想
防
衛
行
為
者
の
主
観
は
、
正
当
化
事
情
が
現
実
に
存
在
す
る
場
合
に
こ
れ
を
認
識
し
た
者
、
例
え
ば
正
当
防
衛
行
為
者
の

主
観
と
同
じ
で
あ
り
、
後
者
に
故
意
不
法
を
認
む
べ
き
で
な
い
な
ら
前
者
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
べ
き
こ
と
も
、同
説
を
支
え
る

(

４)

。

斯
か
る
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
反
対
説
の
論
者
に
よ
っ
て
も
、｢

故
意
・
過
失
が
違
法
性
の
有
無
・

程
度
の
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
解
す
る
人
的
不
法
論｣

の
必
然
的
帰
結
と
評
さ
れ
て
い
る

(

５)

。

二

と
は
言
え
、
若
干
の
内
在
的
批
判
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
、｢

故
意
犯
と
し
て
処
罰
す
る
に
足
る
だ
け
の
不
法
内
容
を
有

し
な
い
意
思
が
主
観
的
不
法
要
素
と
し
て
構
成
要
件
的
故
意
で
あ
り
得
る
と
す
る
こ
と
が
既
に
概
念
矛
盾｣

と
い
う
も
の
が
あ
る

(

６)

。
し

か
し
、｢

故
意
犯
と
し
て
処
罰
す
る
に
足
る
だ
け
の
不
法
内
容｣

は
、
構
成
要
件
的
故
意
の
存
在
と
正
当
化
事
情
の
認
識
の
不
存
在
が

相
俟
っ
て
初
め
て
肯
定
で
き
る

(

７)

。
そ
れ
は
恰
も
、
客
観
的
構
成
要
件
の
充
足
に
よ
っ
て
一
応
根
拠
付
け
ら
れ
た
結
果
不
法
が
、
そ
の
後

に
客
観
的
正
当
化
要
素
の
不
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
局
的
に
確
定
す
る
が
如
き
で
あ
る

(

８)

。

ま
た
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
が
、
一
方
で
厳
格
責
任
説
と
異
っ
て
構
成
要
件
該
当
性
と
正
当
化
が
共
に
違
法
性
に
関
わ
る

こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、
他
方
で
消
極
的
構
成
要
件
要
素
論
に
抗
し
て
両
段
階
の
異
質
性
を
説
く
の
は
一
貫
し
な
い
と
も
言
わ
れ
る

(

９)

。

し
か
し
、
両
者
共
に
違
法
に
関
わ
る
と
し
て
も
、
違
法
を
根
拠
付
け
る
か
阻
却
す
る
か
の
違
い
に
意
味
を
見
出
し
て
犯
罪
論
体
系
内
の

別
の
要
素
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
は
何
の
問
題
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。

註

(
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6.A
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2011,
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G
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JuS

1995,
1051f.;
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L
ieben/Schuster,

StG
B
,
29.A
ufl.,

2014,
§
16
R
n18;

M
K
-StG

B
-F
reund,

2.A
ufl.,

2011,
V
or§§

13ff.
R
n300ff.;

中
森
喜
彦

｢

錯
誤
論
３
・
完｣

法
教
一
〇
八
号

(

平
成
元)

四
三
頁
、
安
田
拓
人

｢

錯
誤
論

(

下)｣

法
教
二
七
四
号

(

平
成
一
五)

九
三
頁
、
鈴
木
彰
雄

｢
正
当
化
事
情
の
錯
誤
と
共
犯
の
成
否｣

日
法
八
二
巻
二
号

(

平
成
二
八)

二
〇
四
頁
。

(

２)
佐
久
間
教
授
は
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
が
行
為
反
価
値
を
専
ら
行
為
者
の

｢

不
法
意
思｣

、｢

意
思
無
価
値｣

に
求
め
て
い
る
と
難

ず
る

(
佐
久
間
修

『

刑
法
に
お
け
る
事
実
の
錯
誤』

(

昭
和
六
二)

二
〇
〇
頁)

。
し
か
し
、
こ
の
見
解
が
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
故
意

不
法
で
あ
っ
て
、
行
為
反
価
値
一
般
で
は
な
い
。

(

３)
V
gl,
W
essels/B

eulke/Satzger,
Strafrecht

A
T
,
46.A
ufl.,

2016,
R
n1220.

(

４)
F
risch,

in:
E
ser/P

erron
(H
rsg.),

R
echtfertigung

und
E
ntschuldigung

III,
1991,

S.272;
M
K
-StG

B
-F
reund,

V
or§§

13ff.
R
n302.

(

５)

曽
根
威
彦

『

刑
法
に
お
け
る
実
行
・
危
険
・
錯
誤』

(

平
成
三)

一
一
一
頁
以
下
。
同
旨
、
同
・
原
論
二
一
二
頁
、
松
原
・
総
論
二
五
〇
頁
。

(

６)

葛
原
・
中
古
稀
七
八
頁
。

(

７)
F
risch,

R
echtfertigung

und
E
ntschuldigung

III,
S.271f.

(

８)
Stratenw

erth/K
uhlen,

Strafrecht
A
T
,
9/166;

R
oxin,

Strafrecht
A
T
I,
14/70.

(

９)

佐
久
間
・
刑
法
に
お
け
る
事
実
の
錯
誤
二
〇
〇
頁
。

二

過
失
犯
の
成
否

一

問
題
の
所
在

正
当
化
の
客
観
的
要
件
が
存
在
し
な
い
と
判
明
し
た
後
の
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
に
よ
る
故
意
不
法
阻
却
の
判
断
に
際
し

て
は
、
行
為
者
が
正
当
化
事
情
の
存
在
を
誤
信
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
そ
の
際
の
不
注
意
は
認
定
さ
れ
な
い
。
構
成
要

件
該
当
事
実
の
錯
誤
と
同
列
に
論
ず
る
以
上
、
そ
こ
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
行
為
者
が
当
該
事
情
を
認
識
し
た
か
否
か
だ
け
が
重
要
だ
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か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
過
失
犯
の
成
否
を
決
す
る
た
め
に
は
、
改
め
て
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
検
討
し
て
過
失
不
法
の
存
否
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る

(

１)

。
こ
の
こ
と
は
、
構
成
要
件
該
当
事
実
の
錯
誤
で
故
意
阻
却
後
に
過
失
犯
の
成
立
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
の
平
仄
も

合
う
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
川
端
博
士
に
よ
っ
て
、
構
成
要
件
的
故
意
が
存
在
す
る
時
に
は
構
成
要
件
的
過
失
も
過
失
不
法
も
存
在
し
得
な

い
た
め
、
正
当
化
の
段
階
で
故
意
不
法
が
阻
却
さ
れ
れ
ば
直
ち
に
完
全
な
不
法
阻
却
に
到
り
、
過
失
犯
が
成
立
す
る
余
地
な
し
と
の
重

要
な
指
摘
が
為
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
二
つ
の
応
答
が
あ
り
得
よ
う
。

二

構
成
要
件
的
過
失
の
検
討

そ
の
一
つ
は
、
故
意
不
法
を
阻
却
し
た
後
、
再
び
構
成
要
件
に
戻
っ
て
過
失
犯
の
構
成
要
件
該
当
性
を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
構
成
要
件
的
故
意
を
肯
定
し
た
上
で
責
任
故
意
を
阻
却
し
、
さ
ら
に
構
成
要
件
に
戻
っ
て
構
成
要
件
的
過
失
を

問
う
見
解

(

３)

に
向
け
ら
れ
る
の
と
同
じ
批
判
に
曝
さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
構
成
要
件
に
立
返
っ
て
も
再
び
構
成
要
件
的
故
意
が
肯
定
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
不
存
在
を
前
提
と
す
る
構
成
要
件
的
過
失
の
検
討
、
肯
定
に
は
辿
り
着
か
な
い
の
で
あ
る

(

４)

。
ま
た
、
正
当
化
事
情
の
存
在

を
誤
信
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
不
注
意
を
構
成
要
件
段
階
で
検
討
す
る

(

５)

こ
と
も
、
体
系
的
に
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三

過
失
不
法
の
検
討

一

そ
れ
故
、
故
意
不
法
の
阻
却
後
、
正
当
化
の
段
階
に
止
ま
っ
た
ま
ま
過
失
不
法
を
認
定
す
る
途
が
残
る

(

６)

。

尤
も
、
故
意
犯
の
構
成
要
件
該
当
性
の
枠
内
で
過
失
犯
の
成
立
を
認
め
る
斯
様
な
処
理
が
、
構
成
要
件
段
階
で
故
意
犯
と
過
失
犯
を

分
け
る
構
成
要
件
の
犯
罪
個
別
化
機
能
を
損
な
う
こ
と
は
否
め
な
い
。｢

過
失
の
内
実
し
か
有
し
な
い
意
思
を
そ
れ
自
身
の
内
に
含
ん

で
し
ま
う
構
成
要
件
的
故
意｣

に
は
犯
罪
の
類
型
化
機
能
が
疑
わ
し
い

(

７)

と
説
か
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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二

し
か
し
、
構
成
要
件
該
当
性
の
段
階
で
成
立
し
た
犯
罪
が
正
当
化
の
判
断
を
経
て
変
容
す
る
こ
と
は
、
既
に
幾
つ
か
の
場
面
で

承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
不
正
の
侵
害
が
現
在
す
る
時
点
で
行
わ
れ
た
反
撃
行
為
と
、
侵
害
の
終
了
後
に
行
わ
れ
た
追
撃
行

為
が
、
構
成
要
件
の
段
階
で
は
一
体
の
も
の
と
評
価
さ
れ
な
が
ら
、
侵
害
や
防
衛
の
意
思
等
が
途
中
で
消
失
し
た
こ
と
を
正
当
化
の
段

階
で
考
慮
し
た
結
果
、
二
つ
の
行
為
に
分
断
さ
れ
て
全
体
に
つ
い
て
の
事
後
的
過
剰
防
衛
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
例
え

ば
、
防
衛
行
為
者
の
い
ず
れ
の
行
為
も
暴
行
で
あ
り
、
攻
撃
者
に
傷
害
が
生
じ
て
そ
れ
が
正
当
防
衛
と
さ
れ
る
反
撃
行
為
に
起
因
し
て

い
れ
ば
、
構
成
要
件
段
階
の
傷
害
罪
が
正
当
化
の
段
階
で
暴
行
罪
に
格
下
げ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
構
成
要
件
の
段
階
で
既
遂
犯
が
成
立
し
た
後
、
正
当
化
の
段
階
に
お
い
て
客
観
的
正
当
化
要
件
は
備
わ
っ
て
い
る
が
主

観
的
正
当
化
要
素
が
欠
け
る
偶
然
防
衛
の
よ
う
な
場
合
に
、
主
観
的
正
当
化
要
素
必
要
説
の
多
く
が
未
遂
犯
の
成
立
を
認
め
る
の
も
一

例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
果
不
法
の
欠
如
を
理
由
と
し
て
、
成
立
す
る
罪
を
変
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
よ
る

行
為
不
法
の
減
少
を
理
由
に
同
様
の
処
理
を
行
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

以
上
に
よ
り
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
が
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
の
事
案
で
故
意
犯
の
構
成
要
件
該
当
性
を
認
め
な
が
ら
正

当
化
の
段
階
に
お
け
る
判
断
を
踏
ま
え
て
過
失
犯
の
成
立
を
認
め
る
の
は
、
構
成
要
件
段
階
で
犯
罪
を
峻
別
す
る
こ
と
の
例
外
の
一
つ

を
成
す
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

(
８)

。

三

但
し
、
故
意
犯
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
過
失
犯
の
存
在
は
実
質
的
に
も
正
当
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、
構
成

要
件
段
階
で
根
拠
付
け
ら
れ
た
故
意
犯
の
不
法
が
過
失
犯
の
不
法
を
包
摂
す
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
結
果
の
予
見
可
能
性
を
過

失
の
本
質
と
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
現
実
の
予
見
の
あ
る
故
意
と
予
見
可
能
性
に
止
ま
る
過
失
の
包
摂
関
係
を
認
め
る
の
は
比
較
的
容

易
と
思
わ
れ
る
が

(

９)

、
過
失
犯
に
は
故
意
犯
に
な
い
注
意
義
務
違
反
の
要
件
が
課
さ
れ
て
お
り
両
者
が
行
為
規
範
を
異
に
す
る
こ
と
を
強

調
す
る
立
場
に
お
い
て
は

(

�)

、
両
者
の
包
摂
関
係
へ
の
疑
問
が
生
じ
得
る
の
で
あ
る

(

�)

。

一
つ
の
解
決
と
し
て
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
の
場
合
に
構
成
要
件
的
故
意

(
及
び
違
法
故
意)

を
認
め
た
上
で
、
責
任
の
段
階
で
故

論 説

67－1－ (名城 '17)304

九



意
を
否
定
し
て
過
失
を
肯
定
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
塚
博
士
の
議
論
が
あ
る
。
曰
く
、｢

故
意
と
過
失
と
は
、
行
為

者
の
反
規
範
的
人
格
態
度
を
導
く
行
為
の
主
観
的
要
素
と
し
て
共
通
し
た
性
格
を
も
つ
の
で
あ
り
、
構
成
要
件
的
故
意
お
よ
び
違
法
故

意
の
中
に
は
、
規
範
的
に
は
、
構
成
要
件
的
過
失
お
よ
び
違
法
過
失
が
包
摂
さ
れ
て
い
る｣

。
何
と
な
れ
ば
、
前
者
は
犯
罪
事
実
を
表

象
、
認
容
し
て
敢
て
こ
れ
を
行
お
う
と
す
る
も
の
、
後
者
は
斯
か
る
表
象
ま
た
は
認
識
を
欠
き
、
か
つ
、
客
観
的
注
意
義
務
に
違
反
し

て
行
為
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
規
範
違
反
の
程
度
は
前
者
が
後
者
よ
り
重
い
か
ら
で
あ
る
、
と

(

�)

。
ド
イ
ツ
で
も
、
故
意
不
法
阻
却
的
制

限
責
任
説
を
支
持
す
る
ロ
ク
シ
ン
は
、
結
果
惹
起
へ
の
内
心
的
関
与

(innere
B
eteiligung

an
der
E
rfolgsherbeif� hrung)

の
程
度
が
過
失
的
か
ら
故
意
的
へ
と
進
む
に
従
っ
て
、
態
度
の
社
会
的
否
認
が
増
大
す
る
と
論
ず
る

(

�)

。
こ
れ
ら
は
、
故
意
不
法
と
過
失

不
法
と
い
う
主
観
面
の
共
通
性
と
そ
の
量
的
相
違
に
力
点
を
置
く
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、｢

反
規
範
的
人
格
態
度｣

や

｢

結
果

惹
起
へ
の
内
心
的
関
与｣

は
遍
く
犯
罪
に
つ
い
て
肯
定
し
得
る
た
め
、
包
摂
関
係
の
手
懸
り
と
し
て
の
共
通
項
た
り
得
る
に
は
余
り
に

抽
象
的
で
あ
り

(

�)

、
包
摂
関
係
を
限
定
す
る
契
機
と
し
て
不
十
分
で
は
な
い
か
が
懸
念
さ
れ
る
。

む
し
ろ
、
客
観
面
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
の
ロ
ク
シ
ン
を
含
む
ド
イ
ツ
の
有
力
説
は
、
故
意
と
過
失
の
間
に
は
、
既
遂

と
未
遂
や
加
重
類
型
と
基
本
類
型
の
よ
う
な

｢
概
念
論
理
的
段
階
関
係

(begrifflogisches
Stufenverh

� ltnis)｣

と
呼
ば
れ
る

大
小
関
係
を
否
定
す
る

(

�)

一
方
で
、
同
一
の
法
益
侵
害
に
向
け
ら
れ
た
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
為
不
法
の
み
を
異
に
す
る

(

�)

｢

規
範
的

段
階
関
係

(norm
atives

Stufenverh
� ltnis)｣

を
認
め
て
い
る

(

�)

。
こ
れ
に
は
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
犯
罪
の
証
明
の
場
面
で
意
味

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
被
告
人
に
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
故
意
の
疑
い
も
あ
る
場
合
、｢

疑
わ
し
き
は
被
告
人

の
利
益
に｣

の
原
則
を
適
用
し
て
過
失
犯
を
認
定
し
得
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

(

�)

。
斯
様
な
訴
訟
法
上
の
取
扱
い
の
当
否
は
兎
も
角
、
実

体
法
上
の
関
心
か
ら
も
、
故
意
犯
と
過
失
犯
が
客
観
的
に
法
益
侵
害
を
共
通
に
し
、
相
違
が
行
為
不
法
、
行
為
規
範
の
み
に
存
す
る
こ

と
は
、
改
め
て
確
認
し
て
お
く
に
値
す
る
。
前
述
の
大
塚
博
士
の
見
解
で
も
、
斯
か
る
結
果
不
法
の
一
致
は
当
然
の
前
提
に
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
法
益
が
法
的
規
制
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
共
通
点
を
手
懸
り
と
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
、
故
意
と
過
失
の
包
摂
関
係
を
認
め
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
見
た
事
後
的
過
剰
防
衛
が
否
定
さ
れ
る
事
例
で
は
、
傷
害
と
暴
行
と
い
う
、
結
果
不
法
も
行
為
不
法
も
異
に
す
る
二
つ

の
犯
罪
の
間
の
謂
わ
ば
包
摂
関
係
が
肯
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
が
、
結
果
不
法
を
全
く
同

じ
く
す
る
故
意
犯
と
過
失
犯
の
間
で
不
法
の
包
摂
を
認
め
た
と
し
て
も
、
不
当
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

斯
様
に
し
て
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
の
立
場
か
ら
は
、
故
意
犯
の
構
成
要
件
に
該
当
し
た
行
為
に
つ
き
、
正
当
化
事

情
の
錯
誤
に
よ
っ
て
故
意
不
法
を
阻
却
し
た
後
、
故
意
犯
と
過
失
犯
の
結
果
不
法
の
共
通
性
を
手
懸
り
と
し
て
、
正
当
化
の
段
階
で
過

失
犯
の
検
討
に
進
み
、
右
の
錯
誤
が
回
避
可
能
で
あ
れ
ば
過
失
不
法
を
認
め
て
、
過
失
犯
処
罰
規
定
が
存
す
る
限
り
で
過
失
犯
の
成
立

を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

註

(

１)

構
成
要
件
的
故
意
を
肯
定
し
た
上
で
責
任
故
意
を
阻
却
す
る
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、
正
当
化
事
情
の
誤
信
に
つ
い
て
の
注
意
義
務
違
反
を

改
め
て
認
定
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
松
澤
・
川
端
古
稀
上
巻
二
九
五
、
三
〇
三
頁
。
な
お
、
そ
の
立
証
責
任
が
検
察
官
に
あ
る
こ
と

は
、
正
当
化
事
由
や
免
責
事
由
の
不
存
在
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
以
上
、
こ
の
過
失
を
構
成
要
件
段
階
に
位
置
付
け
る
理
由
と
は
成
し
得
な

い
で
あ
ろ
う

(

反
対
、
松
澤
三
〇
三
頁)

。

(

２)

川
端
博

『

正
当
化
事
情
の
錯
誤』

(

昭
和
六
三)

九
五
頁
。

(

３)

は
じ
め
に
註

(

４)

参
照
。

(

４)

責
任
故
意
阻
却
説
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、
川
端
・
正
当
化
事
情
の
錯
誤
二
四
頁
以
下
、
井
田
・
総
論
三
五
一
頁
註
一
五
、
今
井
猛
嘉
・

小
林
憲
太
郎
・
島
田
聡
一
郎
・
橋
爪
隆

『

刑
法
総
論

(

第
２
版)』

(
平
成
二
四)

三
三
頁

[

小
林]

。｢

故
意
犯
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為

が
過
失
犯
の
構
成
要
件
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
構
成
要
件
は
お
よ
そ
過
失
犯
と
故
意
犯
と
を
類
別
す
る
機
能
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る｣

と
も
言
わ
れ
る

(

葛
原
・
中
古
稀
七
九
頁
。
こ
の
批
判
は
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る)

。

(

５)

松
澤
・
川
端
古
稀
上
巻
三
〇
三
頁
。
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(

６)

中
森
・
法
教
一
〇
八
号
四
三
頁
、
安
田
・
法
教
二
七
四
号
九
三
頁
。

(
７)

葛
原
・
中
古
稀
七
九
頁
。
正
当
化
事
情
の
錯
誤
で
責
任
故
意
を
否
定
し
た
後
責
任
の
段
階
に
止
ま
っ
た
ま
ま
責
任
過
失
の
検
討
を
行
う
見
解

(
は
じ
め
に
註

(

４)

参
照)

に
対
す
る
同
様
の
批
判
と
し
て
、
川
端
・
正
当
化
事
情
の
錯
誤
二
一
七
頁
、
井
田
・
総
論
三
五
一
頁
註
一
五
、

松
宮
・
総
論
五
七
頁
、
松
原
・
総
論
二
五
一
頁
。

(

８)

責
任
故
意
阻
却
説
で
あ
る
が
同
じ
方
向
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
曽
根
・
原
論
四
二
一
頁
以
下
、
高
橋
・
総
論
三
〇
三
頁
。

(

９)

�
山
佳
奈
子

『

故
意
と
違
法
性
の
意
識』

(

平
成
一
一)

一
三
四
頁
以
下
、
佐
伯
・
考
え
方
四
一
頁
。

(

�)

井
田
・
総
論
一
一
〇
、
一
五
四
頁
、
西
原
春
夫

『

刑
法
総
論

(

改
訂
版)

[

上
巻]』

(

平
成
五)

一
五
四
頁
、
高
橋
・
総
論
八
三
、
二
一
三

頁
。

(

�)
Jescheck/W

eigend,
L
ehrbuch

des
Strafrechts:

A
T
,
5.A
ufl.,

1996,
§
54I2;

M
K
-StG

B
-D
uttge,

§
15
R
n103f.;

Sch
� nke/

Schr� der/Sternberg-L
ieben/Schuster,StG

B
, §
15
R
n3;F
ischer,Strafgesetzbuch

m
it
N
ebengesetzen,64.A

ufl.,2017, §
15

R
n12a.

(

�)

大
塚
・
総
論
四
七
二
頁
。
ま
た
三
六
三
、
四
三
三
頁
。
尤
も
博
士
は
そ
の
一
方
で
、｢

故
意
と
過
失
は
、
行
為
の
主
観
的
要
素
と
し
て
、
共
通

の
基
盤
に
立
ち
つ
つ
も
、
概
念
的
に
は
、
相
互
に
排
斥
し
合
う｣

と
も
述
べ
て
お
り

(

大
塚
・
総
論
一
三
二
頁)

、｢

概
念
的
に
排
斥
し
合
う
も

の
が
規
範
的
に
包
摂
関
係
に
あ
る
と
い
う
論
理
は
、
納
得
し
が
た
い
。｣

と
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る

(

浅
田
・
総
論
九
四
頁
註
一
五
。
同

旨
、
佐
久
間
・
総
論
三
〇
三
頁
、
同

｢

故
意
構
成
要
件
と
過
失
構
成
要
件｣

『

鈴
木
茂
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集

[

上
巻]』

(

平
成
一
九)

所

収
三
九
〇
頁
、
齋
藤
・
総
論
一
〇
九
頁)

。

(

�)
R
oxin,

Strafrecht
A
T
I,
24/80.

(

�)
V
gl,
M
K
-StG

B
-D
uttge,

§
15
R
n102.

(

�)
R
oxin,

Strafrecht
A
T
I,
24/79;

M
K
-StG

B
-D
uttge,

§
15
R
n104.

反
対
、
�
山
・
前
掲
書
一
三
六
頁
。

(

�)
Satzger/Schluckebier/W

idm
aier/M

om
sen,
StG
B
,
3.A
ufl.,

2016,
§
15
R
n96.

(

	)
R
oxin,Strafrecht

A
T
I,24/79;M

att/R
ezikow

ski/G
aede,StG

B
,2013, §

15
R
n61;B

aum
ann/W

eber/M
itsch,Strafrecht

A
T
,
11.A
ufl.,

2003,
§
10
R
n15;

von
H
eintschel-H

einegg/K
udlich,

StG
B
,
2.A
ufl.,

2015,
§
15
R
n30.
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(

�)
M
att/R

ezikow
ski/G

aede,StG
B
,
§
15
R
n61;Sch

� nke/Schr� der/Sternberg-L
ieben/Schuster,StG

B
,
§
15
R
n4;B
aum
ann/

W
eber/M

itsch,
Strafrecht

A
T
,
§
10
R
n15;

Satzger/Schluckebier/W
idm
aier/M

om
sen,

StG
B
,
§
15
R
n96.

我
国
で
は
、
鈴
木

茂
嗣

『

刑
事
訴
訟
の
基
本
構
造』

(

昭
和
五
四)

三
三
五
頁
、
大
澤
裕

｢

刑
事
訴
訟
に
お
け
る

『

択
一
的
認
定』

(

四
・
完)｣

法
協
一
一
三
巻

五
号

(

平
成
八)

七
六
六
頁
以
下

(

ド
イ
ツ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
同

｢(

三)｣

法
協
一
一
二
巻
七
号

(

平
成
七)

九
六
六
頁
以
下
、｢(

四
・

完)｣
法
協
一
一
三
巻
五
号

(

平
成
八)

七
一
二
頁
以
下
が
詳
し
い)

、
河
上
和
雄
他
編

『

大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法

(

第
二
版)

第
８

巻』
(

平
成
二
三)

八
一
頁

[

中
谷
雄
二
郎]

、
�
山
・
前
掲
書
一
三
五
頁
以
下
、
佐
伯
・
考
え
方
四
一
頁
註
二
八
。
田
宮
博
士
も
、｢

共
通
項

と
な
る
事
実
が
あ
り
、
そ
の
限
度
で
利
益
原
則
の
適
用
に
よ
り
事
実
認
定
が
可
能
な｣

既
遂
と
未
遂
の
よ
う
な
関
係
を｢

大
小(

包
摂)

関
係｣

と
呼
ん
だ
上
で
、
故
意
犯
と
過
失
犯
は

｢

純
粋
な
大
小
関
係
に
は
な
い
が
、
同
一
行
為
に
つ
い
て
も
っ
ぱ
ら
行
為
者
の
主
観
面
だ
け
が
二
義
的

に
解
さ
れ
る
場
合
は
、
大
小
関
係
の
理
を
用
い
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う｣

と
述
べ
る

(

田
宮
裕

『

刑
事
訴
訟
法

[

新
版]』

(

平
成
八)

四
二
四

頁
註
三)

。
な
お
、
最
高
裁
も
、
完
全
責
任
能
力
状
態
下
で
行
わ
れ
た
原
因
行
為
が
過
失
、
心
神
喪
失
状
態
下
で
被
害
者
を
刃
物
で
刺
突
し
た

結
果
行
為
が
故
意
の
事
案
に
お
い
て
、｢

殺
人
の
公
訴
事
実
中
に
は
過
失
致
死
の
事
実
を
も
包
含
す
る｣

と
述
べ
て
過
失
致
死
罪
の
成
立
を
認
め

た
こ
と
が
あ
る(

最
大
判
昭
和
二
六
年
一
月
一
七
日
刑
集
五
巻
一
号
二
〇
頁)

。

三

正
当
化

一

総
説

正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
回
避
可
能
性
が
な
け
れ
ば
、
ど
の
見
解
も
犯
罪
の
成
立
を
否
定
す
る

(

１)

。
多
数
説
は
責
任
を
阻
却
す
る
が
、
故

意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
は
違
法
論
で
処
理
を
行
い
、
過
失
不
法
を
阻
却
す
る
の
で
あ
る
。
正
当
化
の
客
観
的
要
件
が
存
在
し
な
い

た
め
結
果
反
価
値
は
残
る
が
、
違
法
二
元
論
か
ら
は
そ
れ
だ
け
で
は
違
法
と
成
し
得
な
い
た
め
、
行
為
が
正
当
化
さ
れ
る
に
到
る

(

２)

。
錯

誤
の
回
避
可
能
性
の
基
準
は
、
違
法
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
般
人
と
な
ろ
う

(
３)

。
以
上
は
、
構
成
要
件
的
過
失
が
客
観
的
注
意
義
務

論 説
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の
遵
守
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
れ
ば
行
為
が
適
法
に
な
る
こ
と
と
も
一
貫
す
る

(

４)

。

こ
の
違
法
阻
却
は
超
法
規
的
で
あ
る
。
例
え
ば
無
過
失
の
誤
想
防
衛
は
、
正
当
防
衛
そ
の
も
の
で
は
な
い
た
め
三
六
条
一
項
の
適
用

を
受
け
な
い
が
、｢

違
法
性
の
一
般
理
論
に
よ
り
行
為
不
法
の
欠
如
を
理
由
と
し
て
違
法
性
が
否
定
さ
れ
る｣

こ
と
に
な
る

(

５)

。

二

批
判
と
反
論

斯
か
る
正
当
化
に
対
し
て
は
種
々
の
異
論
が
見
ら
れ
る
。
先
ず
川
端
博
士
は
、
行
為
反
価
値
が
消
滅
し
て
も
、
残
存
す
る

｢

結
果
反

価
値
は
あ
く
ま
で
も
故
意
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
故
意
不
法
の
要
素
と
し
て
存
続｣

す
る
た
め
、｢

完
全
な

不
法
阻
却
は
あ
り
え
な
い

(

６)

。｣
と
述
べ
る
。
ペ
フ
ゲ
ン
が
、｢

目
的
活
動
的

(

故
意
的)

に
生
み
出
さ
れ
た
結
果
反
価
値｣

の
残
存
を
理

由
に
正
当
化
を
否
定
す
る

(

７)

の
も
、
こ
れ
と
同
趣
旨
と
も
見
得
る
。
し
か
し
、
結
果
反
価
値
と
行
為
反
価
値
は
互
い
に
独
立
し
て
観
念
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
反
価
値
が
故
意
不
法
或
い
は
過
失
不
法
の
装
い
を
纏
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
結
果
反
価
値
だ

け
で
は
違
法
と
認
め
ら
れ
な
い
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
正
当
化
の
過
失
の
阻
却
を
構
成
要
件
的
過
失
の
阻
却
よ
り
厳
格
に
判
断
す
べ
き
こ
と
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
は
、

正
当
化
事
情
の
存
否
の
確
認
の
怠
り
か
ら
で
は
な
く
、
客
観
的
正
当
化
要
件
の
不
存
在
か
ら
直
ち
に
注
意
義
務
違
反
が
肯
定
さ
れ
る
と

説
く

(

８)

。
通
常
の
過
失
犯
に
お
け
る
と
は
異
り
、
注
意
義
務
違
反
を
謂
わ
ば
擬
制
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

(

９)

。
ペ
フ
ゲ
ン
も
、
正
当
化
事
由

の
適
用
さ
れ
る
行
為
の
中
で
も
特
に
、
状
況
を
即
座
に
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
緊
急
行
為
を
、
構
成
要
件
的
過
失
行
為
よ
り
も

高
い
錯
誤
の
危
険
を
伴
う

｢

危
険
な
態
度

(riskantes
V
erhalten)｣

と
位
置
付
け
、
よ
り
注
意
深
い
態
度
を
要
求
す
る

(

�)

。
し
か

し
、
構
成
要
件
的
過
失
も
、
高
速
度
交
通
機
関
の
事
故
等
で
は
切
迫
し
た
状
況
下
で
の
不
注
意
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
思
い
を
致
せ
ば
、

正
当
化
の
過
失
を
よ
り
緩
や
か
に
認
め
る
理
由
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い

(

�)
。

そ
の
他
、
一
般
人
に
と
っ
て
回
避
不
可
能
な
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
基
く

｢
か
な
り
広
い
範
囲
の
無
過
失
行
為｣

の
処
罰
を
正
当
化

正当化事情の錯誤に基く行為の違法性について
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(
或
い
は
責
任)

の
段
階
で
初
め
て
否
定
す
る
の
で
は
、
処
罰
す
べ
き
で
な
い
行
為
を
排
除
す
る
構
成
要
件
の
罪
刑
法
定
主
義
的
機
能

が
十
分
に
果
さ
れ
な
い
と
も
言
わ
れ
る

(

�)

。
し
か
し
、
一
般
人
に
回
避
不
可
能
な
錯
誤
の
事
例
は
む
し
ろ
例
外
に
止
ま
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
杞
憂
で
あ
ろ
う
。

三

正
当
化
さ
れ
た
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
基
く
行
為
に
対
す
る
反
撃

一

正
当
化
事
情
の
回
避
し
得
な
い
錯
誤
に
基
く
行
為
が
正
当
化
さ
れ
る
と
す
る
と
、
不
正
の
侵
害
を
構
成
し
な
い
以
上
、
正
当
防

衛
に
よ
る
対
抗
は
不
可
能
で
あ
る

(

�)

。
そ
の
実
質
的
根
拠
は
、
構
成
要
件
的
過
失
を
欠
く
た
め
適
法
と
さ
れ
る
行
為
に
対
す
る
正
当
防
衛

が
否
定
さ
れ
る

(

�)

際
に
挙
げ
ら
れ
る

(

�)

の
と
同
じ
く
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反
な
き
行
為
は
法
秩
序
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
、
こ
れ
に
反

撃
し
て
法
秩
序
を
防
衛
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
存
し
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
誤
想
に
基
く
行
為
の
相
手
方
の
保
護
に
欠
け

(

�)

、
錯
誤
者
こ
そ
が
判
断
の
誤
り
の
危
険
を
負
う
べ
し
と
の
批
判
が

為
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
確
か
に
、
相
手
方
の
受
忍
義
務
は
否
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
錯
誤
を
理
由
と
す
る
正
当
化
は
事
前
判
断
に
基
く
も
の

で
あ
り
、
事
後
的
に
見
れ
ば
相
手
方
の
法
益
の
保
護
相
当
性
は
否
定
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
正
当

防
衛
と
い
う
峻
厳
な
反
撃
手
段
を
与
え
る
必
要
が
あ
る

(
�)

か
は
疑
わ
し
い
。
正
の
危
険
源
に
対
し
て
も
行
使
し
得
る
防
禦
的
緊
急
避
難
で

足
り
よ
う

(

	)

。

二

こ
れ
に
関
連
し
て
、
回
避
不
可
能
な
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
基
く
行
為
同
士
が
衝
突
す
る
時
、
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説

に
よ
れ
ば
い
ず
れ
の
行
為
も
適
法
と
な
り
、
奇
妙
な
結
論
と
非
難
さ
れ
て
い
る

(


)

。
例
え
ば
、
襲
撃
予
告
の
あ
っ
た
施
設
で
警
報
が
誤
鳴

し
、
警
戒
中
の
二
人
の
警
備
員
が
お
互
い
を
襲
撃
者
と
誤
信
し
て
撃
ち
合
っ
た
等

(

�)

。
確
か
に
、
正
当
化
判
断
の
基
礎
事
情
を
行
為
時
の

も
の
に
限
定
す
る
と
、
正
当
化
の
衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
前
述
の
如
く
正
当
化
事
情
の
誤
想
に
基
く
行
為
に
は
緊
急
避
難

に
よ
る
反
撃
が
許
さ
れ
る
と
す
る
と
、
右
の
事
例
で
両
者
が
相
手
の
行
為
に
さ
ら
に
対
抗
す
れ
ば
緊
急
避
難
が
衝
突
す
る
に
到
る
。
こ

論 説
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れ
は
、
強
者
の
権
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
好
ま
し
く
な
い
。
そ
も
そ
も
正
当
化
の
段
階
は
利
益
衝
突
を
一
義
的
に
解
決
す
る
た
め
に

あ
り
、
そ
れ
故
事
後
判
断
が
原
則
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
当
化
事
由
の
中
に
も
、
司
法
上
の
強
制
権
限(

刑
訴
一
九
九
、

二
一
〇
、
二
一
三
条
等)

の
如
く
、
性
質
上
、
要
件
の
存
否
を
事
前
判
断
す
べ
き
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、
行
為
時
の
も
の
し
か
問
題
と

な
ら
な
い
行
為
者
の
主
観
を
手
懸
り
に
行
う
違
法
判
断
も
事
前
的
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
利
益
衝
突
の
解
決
と
い
う
課
題
が
一
歩
道
を
譲

る
例
外
的
場
面
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

註

(

１)

誤
想
防
衛
の
事
案
を
扱
っ
た
裁
判
例
で
錯
誤
の
相
当
性
を
認
め
、
無
罪
を
言
渡
し
た
も
の
と
し
て
、
広
島
高
判
昭
和
三
五
年
六
月
九
日

(

高

刑
集
一
三
巻
五
号
三
九
九
頁)
、
東
京
高
判
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
日

(

高
刑
集
二
三
巻
四
号
六
四
〇
頁)

、
新
潟
地
長
岡
支
判
昭
和
五
〇
年
一

〇
月
一
八
日

(

刑
月
七
巻
九
＝
一
〇
号
八
五
五
頁)

、
東
京
地
判
平
成
一
四
年
一
一
月
二
一
日

(

判
時
一
八
二
三
号
一
五
六
頁)

。
尤
も
、
問
題

の
体
系
的
位
置
付
け
も
含
め
、
理
論
構
成
は
明
ら
か
で
な
い
。

(

２)
L
K
-StG

B
-R

� nnau/H
ohn,

12.A
ufl.,

2006,
§
32
R
n97;

中
森
・
法
教
一
〇
八
号
四
三
頁
、
伊
東
・
総
論
二
八
〇
頁
註
一
七
。
な
お
、

野
村
博
士
が
、
錯
誤
が
回
避
不
可
能
で
あ
れ
ば
行
為
不
法
の
不
存
在
故
に
正
当
化
を
行
い
な
が
ら
、
錯
誤
が
回
避
可
能
の
場
合
に
故
意
不
法
ま

で
認
め
る
の
は

(

野
村
・
総
論
一
六
一
頁)

、
過
失
不
法
か
ら
故
意
不
法
を
帰
結
す
る
も
の
で
は
な
い
か
の
疑
問
が
あ
る

(vgl,
M
K
-StG

B
-

F
reund,

V
or§§

13ff.
R
n303)

。

(

３)

前
註
第
一
文
の
諸
文
献
。

(

４)
H
erzberg,

JA
1989,

296;
M
K
-Schlehofer,

V
or§§

32ff
R
n92;
s.
auch

Sch
� nke/Schr� der/Sternberg-L

ieben/Schuster,

StG
B
,
§
16
R
n15.

(

５)

井
田
・
理
論
構
造
一
三
五
頁
註
一
八
。
井
田
教
授
は
消
極
的
構
成
要
件
要
素
論
を
採
る
が
、
過
失
不
法
の
不
存
在
故
に
正
当
化
を
認
め
る
点

は
故
意
不
法
阻
却
的
制
限
責
任
説
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
曽
根
博
士
は
、
三
六
条
一
項
の
要
件
を
満
さ
な
い
適
法
行
為
を
認
め
る
と

｢

正
当
防
衛
規
定
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
う｣

と
論
難
す
る

(

曽
根
・
原
論
二
一
三
頁
註
九
五)

。
そ
の
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
が
、
い
み

正当化事情の錯誤に基く行為の違法性について

(名城 '17) 67－1－297

一
六



じ
く
も
超
法
規
的
正
当
化
事
由
を
承
認
す
る

(

同
一
八
四
、
二
四
八
頁)

の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
６)

川
端
・
正
当
化
事
情
の
錯
誤
九
三
頁
。

(
７)

P
aeffgen,A

rm
in
K
aufm
ann-G

S,1989,S.420
[

拙
紹
介
・
法
と
政
治
四
五
巻
一
号(

平
成
六)

三
二
六
頁];

N
K
-StG

B
-P
aeffgen,

4.A
ufl.,

2013,
V
or§§

32ff
R
n116f.

(

８)
H
irsch,

Schroeder-F
S,
2006,

S.232.

(

９)
V
gl,
Sch

� nem
ann/G

reco,
G
A
2006,

789.

(

�)
N
K
-StG

B
-P
aeffgen,

V
or§§

32ff
R
n114.

(

�)

ロ
ク
シ
ン
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
陥
っ
た
者
は
、
自
分
が
緊
急
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
の
表
象
故
に
こ
そ
、
事
態
を

慎
重
に
調
査
で
き
な
い
と
述
べ
る

(R
oxin,

Strafrecht
A
T
I,
14/67)

。

(

�)

松
澤
・
川
端
古
稀
上
巻
三
〇
一
頁
註
四
一
。

(

�)

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
ク
・
フ
リ
ッ
シ
ュ
(

葛
原
力
三
訳)

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
錯
誤
論
の
発
展
と
現
状｣

ノ
モ
ス
八
号

(

平
成
九)

二
四
〇
頁
。

な
お
、
註

(

２)

に
挙
げ
た
如
く
回
避
不
可
能
な
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
基
く
行
為
を
正
当
化
す
る
伊
東
教
授
は
、
行
為
反
価
値
論
に
立
ち
つ

つ
、
三
六
条
の

｢

不
正｣

は
可
罰
的
不
法
で
あ
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
物
的
不
法
の
み
で
足
り
る
と
説
く

(

伊
東
・
総
論
一
八
五
頁
、
同
註

一
八)

た
め
、
こ
の
行
為
に
対
す
る
正
当
防
衛
を
認
め
る
こ
と
に
な
ろ
う

(vgl,
L
K
-StG

B
-R

� nnau/H
ohn,

§
32
R
n97)

。
し
か
し
、

物
的
不
法
の
み
で
は
凡
そ
違
法
と
認
め
難
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
が
回
避
可
能
で
あ
れ
ば
、
過
失
不
法
が
残
る
た
め
、
正
当
防
衛
に
よ
る
反
撃
が
可
能
で
あ
る
。

(

�)

井
田
・
総
論
二
七
八
頁
、
高
橋
・
総
論
二
七
七
頁
、
小
田
直
樹

｢

正
当
防
衛
の
前
提
要
件
と
し
て
の

『

不
正』

の
侵
害

(

四
・
完)｣

広
法

二
〇
巻
三
号

(

平
成
九)

二
九
頁
、R

oxin,
Strafrecht

A
T
I,
15/14.

(

�)

齊
藤
誠
二

『

正
当
防
衛
権
の
根
拠
と
展
開』

(

平
成
三)

一
七
七
頁
。

(

�)

曽
根
・
刑
法
に
お
け
る
実
行
・
危
険
・
錯
誤
一
一
三
頁
。

(

�)
H
einrich,

Strafrecht
A
T
,
5.A
ufl.,

2016,
R
n1133.

(

	)

拙
稿

｢

緊
急
避
難
に
対
す
る
緊
急
避
難｣

名
法
二
五
六
号

(

平
成
二
六)

四
九
頁
。

論 説
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(

�)

そ
の
よ
う
な
趣
旨
と
見
ら
れ
る
の
は
、
曽
根
・
刑
法
に
お
け
る
実
行
・
危
険
・
錯
誤
一
一
三
頁
、
同
・
原
論
二
一
二
頁
。

(
�)

R
oxin,

Strafrecht
A
T
I,
15/15;

フ
リ
ッ
シ
ュ
・
ノ
モ
ス
八
号
二
四
〇
頁
。

(
�)

E
rb,
P
aeffgen-F

S,
2015,

S.212;
Scheffler,

Jura
1993,

625.

(

�)
B
eispiel

von
E
rb,
P
aeffgen-F

S,
S.212.

結
び
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
の
構
成
要
件
的
故
意
を
認
め
る
立
場
か
ら
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
よ
っ
て
故
意
不
法
が
阻

却
さ
れ
、
過
失
不
法
を
肯
定
し
た
場
合
に
は
過
失
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
、
過
失
不
法
が
否
定
さ
れ
れ
ば
行
為
は
正
当
化
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
を
論
じ
た
。
固
よ
り
試
論
の
域
を
出
ず
、
網
羅
的
な
議
論
を
為
し
得
な
か
っ
た
こ
と

(

１)

や
判
例
に
殆
ど
言
及
し
て
い
な
い
こ
と

も
気
懸
り
で
あ
る
が
、
大
方
の
御
教
示
が
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註

(

１)

例
え
ば
、
正
当
化
事
情
の
錯
誤
に
基
く
行
為
へ
の
共
犯
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
近
時
の
論
稿
と
し
て
、
鈴
木
・
日
法

八
二
巻
二
号
一
八
九
頁
。

正当化事情の錯誤に基く行為の違法性について

(名城 '17) 67－1－295
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